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・1◎蘇噂螺締速な轍‡b“宇解馳癩φ縦，
¶∴：で可動磁とし鰹凱でき噛珠酔将来に画幅幽間．嘲ゴ，辱一
ノ’ ?ﾐ伽獺こ麟癬稠力∫1輔嘩：歩・掴嘩融嘩瓦・，　乳
　　　磯：業搬醸嫡歌吟ものξ：なるζと鯛励1聯σ’

．．撫醗の琴臨宇宙嗣癖会が定や髄騨酊1・
　　　　紹秘lb蜘決簿）：催づ呼当外ρとす為・．．　一㌧

　　σ二㍉馨鰹躍籍錨灘麟1響森響・ヨ

　　φ方針に二つでこそ同割晦獺互の協力回持レ？恐れ㍗、　。．

融め轍灘お・脚実ゆ墜的鰍棚聯．，
　　麟団は・その囎銃実靴閑吟るb・’．・・＿一＼、
’生一Z図る隊うて瞬撚況嘩既記倒二〆
　　・を行ゆつ庸薗囎理齢理的弓ら・一・．叉’∫ニー這

5捕聯韓進戯め国自主技御育弊湿しつつ海．，
　　外記φ葡蘭醜図る・また・嚇の推驚点て言詞．

　　髄如を促琳る脚執湿田を鞭的断％1．1L・く
5潭細思麟嘩回忌て即言艘踏台髄蜘研∫●、

19．瞭進め硝たつ四民9養離鞭ρ晦．
・・ ﾑ獣齢峰ある騨》利聯墨黒擁僻必要郷え，
　ご1策を諦馨る。．…’・，”∫ 出ノー∵↓

D∫

＆箱開発燃今鱗の聯要する風脚附ll∴　・・
　　運用を図るび9∴∵ξ：71、b　　　　U　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●・
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’　　2㍊W丑｛唾直接放送衛星DぢS）

　　　（1）0作業の進展：前会期脚て審議されなかった全三部て鍼レ赦φ織、

　　　　諦ζ廟会轍謙二丈ゆいての第2読会回れたb囎

1②

　　　　⑦　P：B，s活動を行うに際しては、受信国に対する配慮が必要であること。

　　．’◎　参加概念は重要であること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰯ユー

　　　　　　階宙空間襯用委員無季早潮岬聯⊥の概要

1　会議の開催㌧

・二間及び場所：・ρ．76’・2…一3・』ユー一掴導本部’・

牙参掴：メンバー函⑳掴（実際の出席は3三三）．

3主要議題：ω．月条約案・．　　　　　　　　　る

　　　　　　　　（2晒骨放送鰐ρ締則作成”

　　　　　　　　（3》宇宙からの地球遠隔探査た関する法的検討’．

湯壷1潔婁先議脚て璽簿騨G）が設けら絶

　　　　　　WG顧：直瓢口回（DBS）第3週　　　：1㍗一

　　　　　　▽鯛：地髄隔探査（RS）　回避

∴欝予窄：1b曜76．5●3を5・♂21’焼ヴ・1・31

．l　WGエ（月条約案）

（1）旧ｷの問題点ゆ旧記髄囲
　　　　　　　　　　　　②　月の環境二丁防止措置関係

（2）三会＿点甲羅欝に限定して濠211

　　ω　月の天然資源は「人類共有の遺産」であることを条約上定めるかどうか＼．
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　　　　璽一〇・・で∴6．・．一・6

脚DBS活動には一般国際法の適用があること。

DBS桝驩ｽらかの国の責任が生じるもρであることl
DBS活動は国家踏め協議の対象となるものであること。・

混信等の問題は耳TU事項であること島

　　　　な款DBS問題は、外国むけあ放送に蘭する規制がメインテー々であって、国一

　　　内鯨つ叫．これと薦脚て鵬つ醐ているにすぎな噂に，

　　　　ま孝s上記の共同認識についても、それぞれのインプリケーションについそは、

　　　激しい対立がある。’・

13｝主欄立点（多くは臆蘭をめくる耀ある沁．♂」1
　　　⑦9国家主権の範囲．

、④回忌の国際法上の地位
　　　◎　国際’協力を）意味

　　，㊤参加の範囲．

　　　②’．番組規制の必要性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’∴

　　（4）項目別対立点　　　　　　一　曽　　　　　　、　　　　　　、　　　　　　∵一『

　　1⑦脚隅活動目的墾定するかど鱗．　　　，．
　　④　国際法の適用：国が国際法に従って行われることを確保すべきかどうか蒐

　　・㊥掴の潮及び利益：醗督を要するかどうか　，　　ll

　　　　　　　　　　　　　　DBSの利益亨受者と←て個入を認やるかどうカヤ．

　　　　　　　　　　　　　利益を亨適する形態．

　　㊤　国際協力ε国際協力のインブリケーシゴンをあぐり当然義務とするか、努沁義務

　　　　　　　　　とするか。。　　　　　　　　’　　　．　◆　　・　暫∵∴

　　②　小家責任：読声DBS活動に対し三家責任を負い　、’　　　　　　　　㌧・

　　　　　　　　　かつ原則に従う責任を負うことに2き妥塀が成立　　　　　　’＝b

　　の同意及び参加：国の主樺はどこ、二まで及ぶか

　　　　　　　　　　　情報流通の自由の国際法上の地位

　　　　　　　　　　参加の範囲

　　　　　　　　　　番組。決定者はだれか。．

　　　　　　　　　　DBSの影響力にかんがみセーラガードが必要か。　　　’∵’

㊥ス幽・渉外一：スピル・オーバーの対雑囲をど蝉吟するか。

・一Q一
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　　　　　　　　，一・留　　　　’”　　　・　．　　唱←　．争

　　　　　　　　9．』・∫・1∴忌，、’6…1ご’翻’一

＠翻内容三三礪する三脚必鉱．一　・噛㍗訟
　　　　　　　参加な仏し協議に湿り解濠できな喚か・　　　　　　∵　ジ

㊧　不法な・．不許容を放送：番組内容の規制と関連．　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ◎四隅灘び欄：スピル1オーバーの場合蝦定するか・．　　、

　　　　　　　　　　　　協議要請権を与えるかどうか、またその要件

　　　　　　　　　　廓売をとることで妥協繊立

　　⑦著締浜びTV信号の保護糠の必要幽9霞は一致

　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラッセル条約6とりあつかい。

　　②国連への蘇学報内容幡即吟めるかどうふ・

　・曾通信障害：生命め安全に関する通信の優先性を規定することで合意

3　WG皿（地球遠隔探査　RS）

塗ω作業の蹴：R舳患齢三三優先認としてと鋤げられた5　，

（2陛噸料含一アゆチン提案（ラ米案‘）一み「…隅隅

　　　　〔　　　仏、ソ提案　　　　　　　　　一一一一一一原則案

　　　　　　　　米提築、　・∫一∴一層刺ドライ’ン案

㈲　中心テーマ：RS活動に涛ける天然資源の取りあつかいガ．

鋤　共同認識、、　　　　　　　．　，1

　’⑦．RS活動は人類の利益（benefiち　）と：なるよう行われるべきごと。　　　＼

　㊤　耳sについて計画を行う国はぐ国際的参加を増大させるよう努めるべきこと。．

②RS活辮い嚇の琴然環境を守るための努力がなされ乙べきこと．ll

（5）．主たる対立点

伽鞭聯ての函際制度を考えるに当って何を主欄象と←て秘べき

　かb・

④甲の天暦郷関する主勧限黙どこにあ門門’

◎．三門国・探査国・第3国の脚瞭Lタの取皿ついて三跡必聴あ砂ど・

　うか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一3一・．　　　’亀　　　　　　二
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